
【彩都西小学校】

このような課題を少しでも解消し、彩都西小学校PTAを持続可能な組織とすることを目指し、
今年度の運営委員会ではPTA活動の見直しに関する議論を継続的に進めた。
以下のような手順で進めた。
・各委員会には活動をリストアップし、現状の課題を提示してもらう。
・各委員会の抱える課題や、意見を運営委員会で検討する。
・運営委員会において、今後も継続すべきPTA活動を整理する。
・PTA規約の細則部分の変更について議論する。

どのような結果でしたか？
・令和６年度以降も継続する活動を「子ども達の安全を守る活動」、「子ども達の学校生活を
支える活動」、「情報を発信する活動」、「文化教養向上のための活動を企画・運営する活
動」に分類し、それぞれを地区委員会、給食・美化委員会（新設）、広報委員会、文化委員会
（新設）が担当することとした（学年委員会と人権環境文化委員会を発展的に廃止）。
・委員会数や委員数は変更なしであったが、活動量の平準化、負担の軽減が図れるのではない
かと考えている。
・PTA規約の細則部分を変更したうえで、令和６年度の委員募集から新しい枠組みで進めてい
る。

良くするための取組み工夫は？

「みんなで良くなるPTA」令和5年度活動報告

どのような取り組みでしたか？
PTA委員の負担軽減に向けた取り組み

困っていたことは？
彩都西小学校PTAの加入率は現状では非常に高いものの、仕事や育児のみならず、様々なご事
情をお抱えの家庭が多くあることや、少子化等の影響によりPTA会員数の減少が見込まれるこ
とが課題。
今年度より通常通りのPTA活動を進めていく中で、PTA委員としての負担に、委員会間で大き
な差があることが顕在化してきたこと。


